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17年6月のASEAN主要6カ国の輸出（ドル建て通関ベース）は前年同月比6.6％増と、前月の同17.3％

増から低下した（図表1）。6月の輸出はイスラム教のレバラン（断食明け大祭）前後の長期休暇に

伴う営業日数の少なさを背景に下振れたが、基調としては海外経済の回復による半導体や一次産品

の需要拡大、そして輸出単価も上昇するなど増加傾向が続いている。 

先行きの輸出はスマートフォンの新製品発売を追い風に高めの伸びを続けるだろうが、足元では

中国の輸入動向が鈍化しつつあるほか、ベース効果も剥落してきており、年末にかけて輸出の伸び

率は徐々に落ち着いたものになると予想する。 

なお、ASEAN5カ国の仕向け地別の輸出動向を見ると、6月は東南アジア向けを中心に鈍化した。

輸出の基調は米国向けが伸び悩む一方で、欧州向けと東アジア向け、東南アジア向けが勢いづいて

いる（図表2）。 

 

タイの17年6月の輸出額は前年同月比11.8％増と、前月の同13.2％増から小幅に低下したものの、

2ヵ月連の二桁増となった。輸出の伸びは上下に振れながらも、海外経済の回復による電子製品や

ゴム製品、石油製品の需要の増加に輸出単価の上昇が加わり、回復傾向が鮮明になっている。一方、

輸入額は前年同月比13.5％増と、前月の同18.2％増から低下した。結果、貿易収支は19.2億ドルの

黒字となり、前月から9.7億ドル黒字が増加した（図表3）。 

輸出を品目別に見ると、全体の約8割を占める主要工業製品は同11.7％増（前月：同12.8％増）

と高水準を維持した（図表4）。工業製品の内訳を見ると、自動車・部品（同2.0％増）が伸び悩む

一方、航空機・船舶・機関車（同272.3％増）が3カ月連続の三桁増を記録したほか、電子機器（同

21.1％増）、家電製品（同7.2％増）、機械・装置（同9.6％増）、石油化学製品（同29.5％増）が

（図表 1） 
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好調に推移した。また農産品・加工品も同10.1％増（前月：同11.9％増）となり、加工食品（同10.2％

増）やゴム（同27.2％増）、ゴム製品（18.5％増）を中心に好調に推移している。鉱業・燃料は同

23.2％増（前月：同30.2％増）と、石油製品を中心に二桁増が続いている。 

 

マレーシアの17年6月の輸出額は前年同月比4.8％増と、前月の同23.9％増から大きく低下して一

桁台の伸びとなった。輸出額は海外経済の回復を背景に増加傾向にあるが、6月はレバラン前後の

長期休暇を背景に営業日数が少なかったことから下振れた。一方、輸入額も前年同月比1.1％減と、

前月の同22.0％増から大きく低下した。結果、貿易収支は23.1億ドルの黒字と、前月から10.3億ド

ル黒字が拡大した（図表5）。 

輸出を品目別に見ると、全体の約4割を占める機械・輸送用機器は同8.6％増（前月：同21.0％増）

と低下したものの、主力の電気・電子製品（同9.7％増）を中心に堅調な伸びを維持した（図表6）。

また動植物性油脂も同9.1％増（前月：同18.3％増）と低下したものの、パーム油（同11.1％増）

を中心に堅調を維持している。また鉱物性燃料は同12.0％増（前月：同50.6％増）と鈍化した。天

然ガス（同88.2％増）が大幅に増加した一方、原油（同5.6％減）と石油製品（同19.6％減）がそ

れぞれマイナスに転じた。このほか、製造品（同5.6％減）や化学製品（同0.5％減）、食品（同8.8％

増）などが前月からマイナスに転じた。 

 

インドネシアの17年6月の輸出額は前年同月比11.8％減と、前月の同24.6％増から大幅に低下し、

9ヵ月ぶりのマイナスとなった。6月の輸出はレバラン前後の長期休暇を背景に営業日数が少なかっ

たことから下振れたものの、基調としては中国をはじめ海外経済の回復を背景に増加傾向は続いて

（図表 3） 
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いるものと考えられる。一方、輸入額も前年同月比17.2％減と、前月の同23.6％増から低下した。

結果、貿易収支は16.3億ドルの黒字と、前月から10.5億ドル黒字が拡大した（図表7）。 

輸出を品目別に見ると、まず石油ガスが同8.7％増と、前月の同35.3％増から低下したものの、

堅調を維持した（図表8）。非石油ガスについては、動植物性油脂（同21.2％増）が好調を維持し

たものの、輸出全体の7割を占める製造品が同16.6％減（前月：同18.6％増）となり、機械類（同

35.6％減）や自動車（同23.4％減）、ゴム製品（同3.5％減）を中心にマイナスに転じた。また農

産品は同1.7％増（前月：同42.4％増）、鉱業品は同3.4％増（前月：同59.1％増）と、それぞれ大

幅に低下した。 

 

ベトナムの17年6月の輸出額は前年同月比20.9％増と、前月の同24.7％増から低下したものの、5

ヵ月連続の二桁増を記録した。輸出の伸び率は昨年後半から主力の電気・電子製品を中心に勢いを

取り戻しており、足元でも政府目標（17年は+6～7％）を上回る伸びが続いている。一方、輸入額

も前年同月比22.2％増（前月：同26.9％増）と低下した結果、貿易収支は2.9億ドルの赤字と、前

月から3.0億ドル赤字が縮小した（図表9）。 

輸出を品目別に見ると、輸出全体の約2割を占める電話・部品が同21.9％増（前月：同39.7％増）

と低下したものの、3カ月連続の二桁増を記録した（図表10）。電話・部品の好調はサムスン電子

の新型スマホの発売開始（米国は4月、日本は6月）の影響と見られる。またコンピュータ・電子部

品も同33.9％増（前月：同49.6％増）と高水準が続き、13カ月連続の二桁増となった。アパレル関

連では織物・衣類が同6.7％増（前月：同8.0％増）、履物が同13.7％増（前月：同10.7％増）とな

（図表 7） 
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（図表 8） 

▲30%

▲20%

▲10%

0%

10%

20%

30%

15/1 15/7 16/1 16/7 17/1

農産品 製造品 鉱業品 石油ガス 輸出額

インドネシア 輸出の伸び率（品目別）

（資料）ＣＥＩＣ

（前年同月比）

（年/月） 

 

（図表 9） 

▲20

▲15

▲10

▲5

0

5

10

15

20

60

80

100

120

140

160

180

200

15/1 15/7 16/1 16/7 17/1

貿易収支（右目盛） 輸出額 輸入額

ベトナムの貿易収支（億ドル） （億ドル）

（資料）ＣＥＩＣ （年/月）  

（図表 10） 
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り、総じて堅調な伸びを維持している。農産品ではコーヒー（同5.6％減）が落ち込む一方、好天

に恵まれてコメ（同59.3％増）や野菜（同56.8％増）、ゴム（同74.0％増）などが好調である。 

輸出を資本別に見ると、まず地場企業が同21.0％増（前月：同11.5％増）と上昇した。全体の7

割を占める外資系企業は同20.8％増（前月：同30.6％増）と低下したものの、高水準を維持した。 

 

シンガポールの17年6月の輸出額（石油と再輸出除く）は前年同月比5.9％増（前月：同1.4％減

と上昇し、3ヵ月ぶりのプラスとなった。輸出の伸びは医薬品の変動に加え、ベース効果も剥落し

て勢いが鈍ってきているものの、基調としては主力の半導体と石油化学製品を中心に増加傾向を維

持していると見られる。なお、総輸出額は前年同月比5.6％増（前月：同10.3％増）、総輸入額も

同4.6％増（前月：同16.2％増）と、それぞれ大きく低下した結果、貿易収支は43.3億ドルの黒字

と、前月から9.2億ドル黒字が拡大した（図表11）。 

輸出（石油と再輸出除く）を品目別に見ると、まず全体の約 3 割を占める電子製品は同 3.1％増

と、前月の同26.6％増から大きく低下した（図表12）。電子製品の内訳を見ると、IC（同18.1％増）

と好調を維持する一方、通信機器（同9.7％減）とダイオード・トランジスタ（同22.1％減）が下

げ幅を拡大、PC（同2.4％減）、PC部品（同5.4％減）も減少した。また電子製品と同じく全体の約

3割を占める化学は同7.3％減と、前月の同3.3％増から再びマイナスに転じた。化学製品の内訳を

見ると、石油化学製品が同11.2％増（前月：同17.1％増）と好調を維持する一方、医薬品が同35.6％

減（前月：同15.7％増）と下げ幅を拡大させた。 

 

フィリピンの17年6月の輸出額は前年同月比0.8％増と、前月の同14.0％増から大きく低下した。

年前半の輸出は海外経済の回復を受けて一次産品と電子製品を中心に二桁増で推移していたが、ベ

ース効果が剥落して輸出の勢いは弱まりつつある。一方、輸入額は前年同月比2.5％減（前月：同

16.6％増）とマイナスに転じた。結果、貿易収支は21.5億ドルの赤字と、前月から5.9億ドル赤字

が縮小した（図表13）。 

輸出シェア上位10品目を見ると、まず輸出全体の約5割を占める電子製品は同4.4％増と、前月の

同18.8％増から低下した（図表14）。電子製品の内訳を見ると、電子データ処理機（同11.0％増）

が高水準を維持したものの、半導体デバイス（同6.1％増）が緩やかな伸びに止まり、計測制御機

器（同2.6％減）や電気遠距離通信機器（同32.7％減）、家電製品（同76.6％減）も落ち込んだ。

その他9品目については電子機械・部品（28.6％増）や金属部品（同18.7％増）、イグニッション・

（図表 11） 
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（図表 12） 
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ワイヤーセット（同13.7％増）、機械・輸送用機器（同1.1％増）が増加した一方、木工製品・家

具（同42.0％減）、その他鉱業製品（同16.9％減）、化学（同5.0％増）、ココナッツオイル（同

4.5％減）、その他製造品（同2.0％減）が減少するなど、品目毎にバラつきが見られた。 

 

（図表 13） 
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（図表 14） 
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